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横河電機株式会社は、プロセスオートメーションの領域での様々なアプリケーションの経験をもとに、無線
ネットワークのセキュリティや信頼性や安全性、堅牢性、実時間性、機能性、拡張性など様々な要件を考慮し
た、ISA100 Wireless （ISA100.11a 規格）準拠のフィールド無線製品を取り揃えている。小規模から大規模ま
で、プラントの運転から保全用途まで、監視から制御までの幅広いアプリケーションに対応した高信頼な無線
ネットワークインフラをお客様に提供している。

アクセス
ポイント
YFGW520

アダプター
FN120+
FN310温度伝送器

YTA510

アクセスポイント
YFGW520

バックボーンネットワーク

光ネットワーク
通信(2km)

管理ステーション
YFGW410

アクセス
ポイント
YFGW520

アクセス
ポイント
YFGW520

メディアコンバータ
YFGW610

CENTUM
フィールドコントロールユニット

無線インフラ

無線伝送器、センサ

設備・安全監視のためのIIoT

緊急遮断弁
操作ユニット
FN910

振動計
LN01

小規模システムにも対応可能
LN90インターフェースアダプタは、RS-485通信を介して
FN110を接続することができ、小規模計装（20台以下）に
最適化されたソリューションです。
その他以下の利点を持ちます。
 最少設定で短時間に無線ネットワークの構築が可能
 試験的なモニタリングシステムが簡単に構築可能

アダプター
FN510

DIDO機器
4-20mA機器

アダプター
FN120+
FN510

中継器
YTA510

圧力伝送器
EJXLシリーズ

7-5：横河電機株式会社

大規模システム構築例

小規模システム構築例
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HART機器

横河電機株式会社は、プロセスオートメーションの領域での様々なアプリケーションの経験をもとに、無線
ネットワークのセキュリティや信頼性や安全性、堅牢性、実時間性、機能性、拡張性など様々な要件を考慮し
た、ISA100 Wireless （ISA100.11a 規格）準拠のフィールド無線製品を取り揃えている。小規模から大規模まで、
プラントの運転から保全用途まで、監視から制御までの幅広いアプリケーションに対応した高信頼な無線ネッ
トワークインフラをお客様に提供している。
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ラインアップとサービス

EJX110Lシリーズ
差圧・圧力伝送器
圧力レベル・圧力・流量に対応した値を
無線にて伝送します。高信頼性・
マルチセンシングを提供します。

プロセス取付方法はフランジ付、
ダイヤフラムシール付等豊富な
ラインアップを持っております。

FN310
フィールド無線用マルチプロトコル
モジュール
FN310はFN120と同時に使用され、有線HARTデバ
イスを無線デバイスに変換します。接続された
HARTデバイスは本器から電源を供給することまた
は外部から供給することが可能です

YFGW520
フィールド無線用アクセスポイント
ISA100.11aが規定するバックボーンルータの
機能が搭載されており、無線フィールド
機器に対するアクセスポイントとして
動作します。
また、ISA100.11aが規定する
DUOCASTの機能に対応しています。

YFGW410
フィールド無線用管理ステーション
ISA100.11aが規定する
システムマネージャー、
セキュリティマネージャー、
ゲートウェイ機能が搭載されて
います。本製品を二台接続する
ことで冗長化構成が可能です。
YFGW410には20台までのYFGW520
を接続し、最大500台のフィールド機器をシステム
に収容することができます。

 お問い合わせ先
横河電機株式会社
横河ソリューションサービス株式会社
お問い合わせは最寄の営業所へお願いいたします。

その他ラインアップ・ソリューション情報につきましては HPをご

覧ください。

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/products-

platforms/field-instruments/field-wireless/

記載されている製品名は横河電機株式会社の

登録商標及び商標です。

記載内容は、お断りなく変更する

ことがありますのでご了承願います。

FN510
フィールド無線用マルチファンクション
モジュール
FN510はFN120と同時に使用され多様な
IOデバイスを無線機器に変換します。
各種センサ、アクチュエータ、
積算用パルス出力機器などの
無線接続を実現します。

YTA510
温度計伝送器
温度を熱電対（8種類）あるいは
測温抵抗体（3種類）の信号と
して入力し、無線にて伝送します。
２入力モデルは各入力を独立に
測定/演算が可能です。

FN120

FN310
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YFGW520
フィールド無線用アクセスポイント
ツイストペア・ケーブル（100BASE-TX）
と光ファイバー・ケーブル
（100BASE-FX）との間の
メディア変換を行います。
YFGW410とYFGW520との間の
通信距離を延長することができます。

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/products-platforms/field-instruments/field-wireless/
https://web-material3.yokogawa.com/7ab1f66ee091912d8ee5f0a44badecd7b4432c70.gif?_ga=2.249762500.393317570.1601795605-368007435.1601795605
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蒸気のことならテイエルブイ
株式会社テイエルブイは、1950年の創業以来、蒸気の計測・制御機器の専門メーカーとして歩んできた。さら
に近年はソリューション提供活動を行い、蒸気プラントの安全操業を支える。

蒸気の計測・制御機器の製造、販売

スチームトラップ、蒸気・エアのバルブ、制御弁、高温のドレンから熱
エネルギーを回収・利用するドレン回収システム、真空蒸気加熱・冷却
システムなど、蒸気の計測・制御機器の製造、販売を行っている。

コンサルティング・エンジニアリング・サービス

蒸気プラントの省エネルギー、安全性、生産性・品質向上といった顧客
が抱える課題に対する解決策を提案するコンサルティングや、蒸気シス
テムの配管設計、施工などを展開している。

蒸気システム最適化プログラムの提供

蒸気ユーティリティの異常を検知することが、製造プロセス側の異常の
予兆管理になることから、蒸気のモニタリングによる保守サービスを
行っている。適切なタイミングで適切な場所を補修することで、蒸気プ
ラントの安全・安心操業の構築に貢献する。

製品紹介：モニタリングセンサ iTrapSensor®

モニタリングセンサ『iTrapSensor®』は、スチーム
トラップなどに設置し、超音波と表面温度を同時測定
するセンサユニットである。また防爆域でも使用でき
る。スチームトラップにおいては世界中の様々な
製品に対応し、一括管理が可能である。

＜特長＞
• 超音波と表面温度、または内部温度と圧力を測定
• 本質安全防爆仕様
• 各メーカーの様々なスチームトラップの診断が可能
• 無線システムで使用するバッテリには塩化チオ

ニルリチウム電池を採用し、独自の省電力化技術
により長寿命化を実現（約10年）

無線タイプ2種と有線タイプ1種とを品揃えしており、無線タイプにおいては、ISA100.11a工業用無線規格
に加え、広範囲にわたる多数のスチームトラップのモニタリングを可能とするTLV独自通信プロトコルタイ
プも開発している。

お問い合わせ先：株式会社テイエルブイ 技術110番： (079) 422-8833 https://www.tlv.com

『iTrapSensor®』を使用したシステム例

7-6：株式会社テイエルブイ
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https://www.tlv.com/
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理研計器株式会社は、産業用ガス検知警報機器の専門メーカーとして可燃性ガスによる爆発防止、作業環境
における有害ガスの監視などの製品を開発・提供している。近年、ガス検知器もIoT化の要望が高まっており、
遠隔で安全管理が可能なガス検知器・警報器の要望は増加している。

石油化学などのプラントや産業用システムに使用される機器は、設置コストやメンテナンスの削減、機器の
増設やレイアウトの変更の困難さの改善などが求められており、計測機器のワイヤレス化/無線化が急速に進ん
できている。当社防爆型ガス検知部 SDWL-1シリーズは、無線通信規格：ISA100.11aに準拠しており、既存の無
線フィールドに新たに設置することが可能なため、保安・防災管理としてお客様に最適なソリューションを提
供する。

“人々が安心して働ける環境づくり”をテーマに

SDWL-1RI
（可燃性ガス用）

SDWL-1EC
（硫化水素・

一酸化炭素用）
SDWL-1OX

（酸素用）

定置式
無線ガス検知部

Model︓
SDWL-1シリーズ
システム例

●無線通信機能で配線が困難な現場の
安全管理強化に最適
無線通信規格：ISA100.11a (IEC62734準拠)
周波数範囲：2400MHz ～ 2483.5MHz、最大通信距離：600m

●バッテリパックで配線レスを実現！
完全スタンドアローン
電池駆動： 塩化チオニルリチウム電池
連続使用時間：SDWL-1EC/OX：2年間

SDWL-1RI        ：1年間
※25℃環境設置及び無警報の場合

●設置場所を選ばない取付構造
取付アングルを使用して、水平方向/垂直方向の50A(2B)ポール
および壁面への設置が可能

● TIIS((公社)産業安全技術協会)防爆検定合格品
耐圧+本質安全防爆構造 Ex ia d ⅡC T4 (SDWL-1RI)
本質安全防爆構造 Ex ia ⅡC T4 (SDWL-1EC/OX)

特長

◆お問合せ先
理研計器株式会社
最寄の営業所にお気軽にお問合せください。
https://www.rikenkeiki.co.jp/
109

7-7：理研計器株式会社
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7-8：日本ギア工業株式会社
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ベーカーヒューズ・エナジージャパン株式会社
日本語
https://www.bakerhughesds.com/jp/condition-monitoring-and-asset-protection-bently-
nevadasensorsranger-prowaiyaresusensashisutemu
英語
https://www.bakerhughesds.com/bently-nevada/online-condition-monitoring/ranger-
pro-wireless-sensor-system

新コスモス電機株式会社
無線ガス検知部 KD-100
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/1715/
無線ガス検知部 KD-101
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/4556/
仮設型ガス漏えい監視システム VCW-100
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/3067/

新川センサテクノロジ株式会社
ワイヤレス振動センサ e-SWiNS
https://www.shinkawaelectric.com/products/sensor/e-swins_isa100.html

ドレーゲルジャパン株式会社
赤外線式可燃性ガス検知警報器 GS01
https://www.draeger.com/ja_jp/Applications/Products/Fixed-Gas-Detection/Flammable-
Gas-Detectors/Infrared-Sensor-Principle/GasSecureGS01
電気化学式酸素・毒性ガス検知警報器 Dräger Polytron® 6100 EC WL
https://www.draeger.com/ja_jp/Applications/Products/Fixed-Gas-Detection/Toxic-
Gases-and-Oxygen-Detectors/Electrochemical-Sensor-Principle/Polytron-6100-EC-WL

横河電機株式会社
https://www.yokogawa.co.jp/solutions/products-platforms/field-instruments/field-
wireless/

理研計器株式会社
定置式無線ガス検知部 SDWL-1RI
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/110
定置式無線ガス検知部 SDWL-1OX
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/109
定置式無線ガス検知部 SDWL-1EC
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/108
無線ガス検知部用モニタリングステーション STWL-P
https://www.rikenkeiki.co.jp/news_product/detail/25

日本ギア工業株式会社
https://www.nippon-gear.jp/ (Japanese)
https://www.nippon-gear.jp/english/ (English)
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7-9： ISA100Wireless製品リンク一覧

https://www.bakerhughesds.com/jp/condition-monitoring-and-asset-protection-bently-nevadasensorsranger-prowaiyaresusensashisutemu
https://www.bakerhughesds.com/bently-nevada/online-condition-monitoring/ranger-pro-wireless-sensor-system
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/1715/
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/4556/
https://www.new-cosmos.co.jp/industrial/product/3067/
https://www.shinkawaelectric.com/products/sensor/e-swins_isa100.html
https://www.draeger.com/ja_jp/Applications/Products/Fixed-Gas-Detection/Flammable-Gas-Detectors/Infrared-Sensor-Principle/GasSecureGS01
https://www.draeger.com/ja_jp/Applications/Products/Fixed-Gas-Detection/Toxic-Gases-and-Oxygen-Detectors/Electrochemical-Sensor-Principle/Polytron-6100-EC-WL
https://www.yokogawa.co.jp/solutions/products-platforms/field-instruments/field-wireless/
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/110
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/109
https://www.rikenkeiki.co.jp/products/detail/108
https://www.rikenkeiki.co.jp/news_product/detail/25
https://www.nippon-gear.jp/
https://www.nippon-gear.jp/english/
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付録︓ 資料集

付録1. 用語解説
付録2. 参考文献・引用情報
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PART 1

 IoT
Internet of Thingsの略で、「モノのインターネット」と呼ばれる。自動車、家電、ロボット、施設などあらゆる
モノがインターネットにつながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が
進展し、新たな付加価値を生み出す。

 デジタルトランスフォーメーション（DX：Digital transformation）
「デジタルによる変革」を意味し、ITの進化にともなって新たなサービスやビジネスモデルを展開することで
コストを削減し、働き方改革や社会そのものの変革につなげる施策を総称したもの。

 AR：オーギュメントリアリティ
拡張現実：Augmented Realityの略で、現実の光景にデジタル情報を重ね合わせて表示させる技術。建設現場に
おいて、改修中や改修後の建築物の状況をその場で確認することができる。

 VR：バーチャルリアリティ
仮想現実：Virtual reality の略で、実際には存在しないが、人間にはあたかも存在するように認識できる仮想空
間、もしくはそのような仮想空間を作り出すハード／ソフト技術のことをいう。

 機械学習
コンピューターがデータセットからルールや知識を学習し、タスクを遂行する能力が向上する技術。

 センサネットワーク
部屋、工場、道路など至る所に埋め込まれたセンサが周囲の環境を検知し、当該情報がユーザや制御機器に
フィードバックされるネットワーク。

 ISA100.11a
国際計測制御学会：International Society of Automation（ISA）によって開発された工業用無線ネットワーク規
格。 正式名称は、“Wireless Systems for Industrial Automation: Process Control and Related Applications”. 
2014年にIEC 62734としIEC国際標準化規格として承認された。

 LPWA
Low Power Wide Areaの略で、低消費電力、低ビットレート、広域カバレッジを特徴とする無線通信技術の総
称。

 無線LAN
無線を使って構築されるLAN（Local Area Network）のこと。通信方式は、2.4GHz帯を用いるIEEE 802.11b（最大
伝送速度11Mbps）や、5.2GHz帯を用いるIEEE 802.11a（最大伝送速度54Mbps）等がある。

 Wi-Fi
無線LANの標準規格である「IEEE 802.11a/b/g/n」の消費者への認知を深めるため、業界団体のWECA（現：Wi-Fi 
Alliance）が名付けたブランド名。

 Bluetooth
2.4GHz帯の電波を利用し、1～2Mbpsの速度で通信を行うことが可能であり、通信範囲は10m程度。電波を利用
するため、赤外線通信とは異なり、遮へいするものがあっても通信が可能であることが特長。

 LTE
Long Term Evolutionの略。W-CDMA方式の拡張技術であるHSPAを発展させた標準規格。 主な特長は、①データ通
信速度の高速化、②遅延の短縮③周波数利用効率の大幅な向上。
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PART 2

 BER
Bit Error Rateの略称。データ伝送品質の評価尺度のひとつで、ビット誤り率= 誤った受信ビット数/ 伝送した全
ビット数で表される。BER＝1%：100ビットの送信で1ビット誤る。

 dBm
電力を1ミリワット（mW）を基準値とするデシベル（dB）の値で表した単位である。電波や光ファイバーなど
で信号の強さを表すのに用いられる。dBmで表すことで、非常に大きな値から非常に小さな値までを、以下の
ように少ない桁数の数字で簡便に表すことができる。

 電波の減衰
電波は放射点から拡散しながら伝わるので、放射点からの距離が異なれば単位面積当たりの電波のエネルギー
（電力）密度が異なる。電波の電力密度は、電波の強弱を表し、距離が離れると電力密度が小さくなり電波は
弱くなる。電波は、自由空間では「距離の2乗に比例して減衰する」特性に加えて、「波長の2乗に反比例す
る」と特性をもっている。

 電波の反射
直進する電波の通路に金属板などの異なる媒質の境界があると電波の反射が生じる。電波は境界面への入射角
と同じ角度で反射する。

 電波の回折
進行する電波が障害物の影の部分に回り込んで伝わる現象。

 電波の干渉
受信機が妨害波信号により希望波信号の受信に影響を受ける現象を表す。

 フェージング
無線通信で届く電波の強度が何らかの理由により変動すること。無線局の移動や時間経過により、障害物や大
気中の電離層による反射などが変化し、時間差をもって到達した電波の干渉に変化が発生することで起きる。

 妨害波
希望波に妨害を与える電波。

 ITU-R
International Telecommunication Union - Radiocommunication Sectorの略で、国際電気通信連合 無線通信部門であ
り、 電気通信の世界的な標準化の促進、電気通信に関する、研究の実施、規則の制定・改訂などを行う機関。

115

付録1：用語解説 2/4




